


ああ、神様！

なんて熱いチポなの！

犬のチポが私のマコを犯すのが大好き！











修道女イザベラが犬の本能に身を任せ、彼に支配されるままになっている間、数キロメートル離れた場所では、

一人の虚栄心の強い男が教会へ向かっていた！



こちらはイザベラの師であるエリヤ神父です。彼は修道女イザベラの家族の友人で、

彼女がカトリック教会で貞潔と聖なる道を選んだ責任者の一人です。



神父のバンは礼拝堂へ向かっている。



あと数分もすれば、エリヤ神父は目的地に到着するだろう。



エリヤ神父はほぼ毎日、修道女イザベラを訪れている。彼は礼拝堂と司祭館でのイザベラの仕事を監督している。また、

司祭館の備品の管理も担当している。



気持ちよく犯して、

私のマコを犯して！





すごく強く犯してくるのね！

結び目が私のマコに当たるのが大好き！



ああ、神様！

なんて気持ちいいの！



犬に跨がられて、

強く私のマコを犯されるのが大好き！



一方、エリヤ神父のバンは礼拝堂へ向かい続けている。











私のマコを犯して、犬！

私はメス犬なのよ！



はい、もっと強く！

私のマコを激しく犯して！



もっと強く！

結び目が私のマコをこじ開けるの...
を感じる！



ああ、神様！結び目が巨大だ！

私のマコが裂けてしまう！



私の中にいる！

結び目が私のマコに入った！



一方、エリヤ神父は最後のカーブを曲がり、礼拝堂に近づいていく。







エリヤ神父は目的地まであと数メートルだった！





はい、犬！

私の中に射して！

私のマコを精で満たすのが大好きでしょう！



あなたの大きなチポが私のマコに挟まった！

あなたはあなたのメス犬に夢中なのよ！



それを私の中に噴して！

犬の精が私のマコの奥にあるのが大好き！





あなたのチポが私の中の奥深くにいる、

こんなにたくさん噴してる！



そして、エリヤ神父が来た。



どんどん近づいてくる。







そしてバンは目的地に到着した。



いつものように、神父は礼拝堂の横にバンを駐車した。



そして、いつものように、

神父が最初にするのはイザベラ修道女を探すことだ。



私は礼拝堂へ行く。

イザベラはそこにいるはずだ。



イザベラ修道女はいつも午後に...
礼拝堂を掃除する！



イザベラはいつも私に会うと嬉しそうだ！

教会の家に一人で住んでいるから、

寂しいに違いない！



ああ、神様、私の罪をお許しください！

しかし、どうして抗えましょうか！



犬の巨大なチポが私のマコに挟まり、

私の中で脈しているのが大好き！



神様、お許しください！

でも、やめられない！



私はいつまでもメス犬よ！

私のマコの中には、いつまでも犬のチポ

が入っているわ！



私はいつまでも淫な修道女よ！

犬たちのためのメス犬よ！

そして、誰も私の秘密を知らない！



イザベラ修道女は教会の家に...
いるはずだ！



いつものように、

全てが完璧だ！



礼拝堂は清掃されていて、

全てが完璧に整理されている！



イザベラは聖なる女性だ！

任務に臨む際は、常に慎重で熱心だ！



こんなに若いのに、

イザベラはまさに模範だ！

教会の仕事に完全に献身している神の女性だ。



聖母マリア様！

なんて美味しい舌なんだ！



私のマコを舐めなさい、犬！







私は淫乱な尼僧です！

犬の舌でマコを舐められるのが...
大好きです！



イザベラ尼僧は聖女です！

すべてが完璧な状態です！



芝生が刈られ、

すべてが綺麗に片付いています！



イザベラは素晴らしい仕事をしました！

彼女はここに住んで礼拝堂の世話をするのに...
最適な人です！



彼女はちょうど今、

司祭館を掃除しています！



彼女に会いに、そして改めて、

その素晴らしい仕事を褒めるために...
家に行きます。



私を舐めろ、犬。

私のマコをすごく気持ちよく舐めろ！



もう一度私をヤる前に、

私のマコを舐めろ！



ああ、

あなたの熱い舌が大好きです！



すごく気持ちいい！

これを一生やるべきだった！



しかし、この快感を知ってしまった今、

もう二度と止まらない

！雌犬であることの快感！



外では、イライジャ神父が正面玄関に近づいています！



イザベラは...
きっととても忙しいだろう！

邪魔したくなかったんだ！



ああ、なんてことだ、

なぜもっと早くこれをしなかったんだ？！

父さんはいつも農場にたくさんの犬を...
飼っていたのに！



イザベラと少し話して、

その後はそっとしておきます！



親愛なるシスターは、

きっと...
一生懸命に働いているでしょう！





ああ、

なんてことだ！許してください！



私は雌犬の尼僧だ！

私はふしだらな尼僧だ！



もう止められない！



ああ、神様！

雌犬でいるのが大好きだ！

犬が私にするすべてが大好きだ！



私は永遠に犬のふしだらだ、

たとえ私が罪人でも！

犬はいつも私をヤるだろう！



おかしい！

ドアに鍵がかかっている！



イザベラは日中、

決して鍵をかけないのに！

どうしたんだ？



イザベラ修道女、

ご在宅ですか？



イザベラ修道女、

私だ、エリヤ神父だ！



ああ、神様！

エリヤ神父！



ああ、

なんてことだ！

ああ、なんてことだ！

どうしたらいい？



なんてことだ！

服を着なきゃ

！私の服はどこ？



イザベラ修道女、

いらっしゃいますか？！



聖母マリア様、

お助けください！



エリヤ神父、

私はここにいる！



ちょっと待って、

ドアの鍵をどこに置いたか...
思い出せない！



心配しないで、

イザベラ！落ち着いて探して！

待ってるよ！



数分後。。。数分後。。。数分後。。。
ああ、なんてことだ！

危なかった！



もう少しで、

エリヤ神父に私がどんな女になったか...
分かってしまうところだった！



なんてことだ！

君をどうしよう？



あなたを隠している暇はない！

ドアを開けなければ、

神父が不審に思うかもしれない！



神父の前では...
行儀よく振る舞いなさい！

バカなことをするな！



こんにちは、娘さん！

会えていつも嬉しいです！



神父様、ご祝福を！

どうぞお入りください、

遅れて申し訳ありません！



イザベラ修道女、

神のご加護を！

すべて大丈夫だ！



イザベラ、

なんて大きな犬なんだ！



実は、また別の大きな犬ですね！

もう2匹の世話をしてるでしょ！



ああ、神様！エリヤ神父が、

犬のペニスが硬くなっているのに...
気づきませんように！ これらの動物たちの世話、

本当に素晴らしいですね。しかし、

これほど大きな犬を家の中に飼うのは...
危険な場合もありますよ。



聖なる乙女！全能の神よ！



このペニスのサイズを見て！



終わり終わり終わり

次章へ続く！‌


